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    住みよい町づくりに参加しましょう！              平成 26 年 2 月 発行 
 

         

 

 

発行責任者/共同代表 長越利秋 高木正晴  
E-mail/toyonock@yahoo.co.jp 

 はじめに                                   共同代表 高木 正晴                                      

 二月も半ばとなり、ようやく春の足音が近づいてきました。皆様にはお元気にお過ごしのことと

お慶び申し上げます。日頃は「とよの町民会議」の活動にご協力を賜り誠にありがとうございます。

また、平成 26 年度会費を多数の皆様からご支援を頂きまして心から厚く御礼申し上げます。 

 さて、この１年間の私達の活動内容のご報告と皆様の質疑へのご説明をいたしたく、次の通り 

「活動報告と質疑の会および総会」を開催しますので、多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

「活動報告と質疑の会」および総会のご案内 
日時：平成２６年２月２３日(日) 13:30～15:30 活動報告と質疑の会 

15:40～16:30 総会 

場所：西公民館 大会議室 

☆町長参加の「町政報告会」を開催出来なくお詫び申し上げます。 
昨年のこの会で「町長の顏が見えない。町長の報告会を開催したらどうか」とのご要望に応え

るべく動きましたが、約束を果たせなくすみませんでした。 

町長からの回答 ２５年度は地区福祉委員会と６回、ボランテイア団体と１回意見交換した。 

       ２６年度は教育問題、環境問題、地域防災問題の意見交換をしたいとのことです。  

☆１２月議会「議会基本条例」施行により、議案関連資料が傍聴席に１部置かれるようになりま

した。数字が確認できることが傍聴者にとって助かります。 

 まだ終わっていないダイオキシン処理 ～第 3 報～ ＜クボタ訴訟＞                        

ダイオキシン汚染物封入ドラム缶 198 本（当初 148 本+追加 50 本）が、昨年 10 月 23 日

未明に東ときわ台旧消防本部倉庫に運び込まれたとのニュースで、ダイオキシン問題が未解決で

あることに気付かれた方も多かったようですが、もう一つほとんど知られていない大きなダイオ

キシン問題があります。それは、平成 23 年 10 月にダイオキシン汚染物処理請負業者(株)クボ

タから提起された 6 億 1,200 万円の追加支払請求訴訟であります。 

「高濃度ダイオキシン類汚染物無害化処理事業」は、平成 16 年度から総事業費 14 億円で着

手され、当初契約金額 13 億 9,6５0 万円が全額支払われたにもかかわらず、ドラム缶 148 本

が未処理のままであることに加えて、巨額の追加支払いを求められていう極めて深刻な問題です。 

原告(株)クボタの言い分は、被告豊能郡環境施設組合の都合により発生した追加工事費や工期

の延長による追加費用であり、ドラム缶 148 本の未処理は受入先自治体との行政間折衝が不調

に終わったのが原因で、被告の責任で原告の責任ではないというものです。 

裁判の結果次第では、相当金額の住民負担につながることは間違いありません。 

レポート №６ 
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 平成 25 年度活動総括                                                       

広報活動 

発行 広報誌 配布枚数 主な内容 

2 月 
レポート

№４ 

全戸配布 

8,000 部 

○田中新町長と豊能町行政の動き 

○豊能町議会の生中継が自宅で見られる！―第 3 報― 

4 月 
ニュース

№３ 

会員向け 

300 部 

○豊能町議会 3 月定例会傍聴記 

○活動報告と質疑の会/平成 25 年度総会の開催報告 

7 月 
ニュース

№４ 

会員向け 

300 部 

○念願の議会基本条例可決！ 

○期待される町長と議会の信頼関係 

○まだ終わっていないダイオキシン処理～198 本のドラム缶の行方～ 

11 月 
レポート

№５ 

全戸配布 

8,000 部 

○町議会 9 月定例会・10 月臨時会傍聴記 

○田中町長の選挙公約進捗状況 

○町議会議員選挙立候補予定者の政見発表会開催 

○まだ終わっていないダイオキシン処理～第 2 報～ 

 

町議会議員選挙立候補予定者政見発表会の開催 

 ○開催日時 / 9 月 8 日(日)14:00～16:30 

 ○開催場所 / 西公民館 大会議室 

 ○立候補予定者の出席者数 / 12 名 

 ○発表テーマ / ①人口減対策 ②財政再建・健全化 

 ○来場者数 / 約 150 名 

 ○立候補予定者に対する公開質問の実施 

および来場者にその集計結果配布 

 ○来場者アンケートの結果で、高い評価(右図参照) 

「議会の見える化」取組み 

 平成 23 年 6 月、三重県鳥羽市議会のインターネット中継導入事例を、町議会“議会活性化検討委員

会”の議員に紹介したことを契機に、同年 11 月に格上げされた“議会活性化特別委員会”を 2 年にわ

たり傍聴を続け、「豊能町議会基本条例」の制定につなげました。 

昨年の「議会の見える化」の実践項目は下記の通りです。 

 ○ 3 月定例会の一般質問より、ネット中継開始 

 ○ 5 月 18 日“議会報告会”試行実施（西公民館、中央公民館） 

 ○ 7 月 1 日“豊能町議会基本条例”施行 

 ○ 10 月臨時会の議長選において、立候補者の所信表明実施 

 ○ 12 月定例会より、傍聴者用の議案説明資料準備 

 豊能町への働きかけ 

実施日 提出先 内 容 回 答 

5 月 町長 平成 23 年 2 月 23 日提出の陳情書「職員の有効活用による新たな

財源の獲得と委託費の削減に関する提案」の取扱い確認 

議会から回付され、

検討中 

12 月 町長 「町政報告会」開催の提案 開催意思不明 

12 月 町長 とよの町民会議主催「町政報告会」の開催提案 出席意思なし 
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 平成 25 年 豊能町議会の主な動き                                  

今回初めて 1 年間の町議会の動きを総括しました。感じることは、町長の答弁内容が就任直

後と全く変わらず、深化していないことです。質問者の聞きたいことが理解できず、自身の知識

内で答弁しているため不的確な内容となり、それが原因でしばしば“暫時休憩”を招いています。 

また、6 月議会で「豊能町議会基本条例」が制定され、町民から見える“開かれた議会”に向

けて着々と改革が進められています。今後のさらなる取組みを期待します。 

月日 主な可決議案他 主な内容 

3 月定例会 

（3/4～29 までの

26 日間） 

 

①現町長の退職手当 50%減額 

②入院医療費一部助成の対象を現在の

12 歳から 15 歳に拡充 

③平成 25 年度一般会計予算 

 消防庁舎新築移転(2 億 3,368 万円) 

 光風台大橋耐震化(8,400 万円) 

 光風台ｴｽｶﾚｰﾀ更新基本設計(140 万円) 

 ﾕｰﾍﾞﾙﾎｰﾙ大規模改修(4,047 万円) 

 中学校給食導入促進(4,949 万円) 

④副町長/教育長の選任 

 

・3/4 本会議開会と同時に、暫時休憩に入り、

議会運営委員会と全員協議会開催    

行政が一般会計予算案を議会への説明前に、

その一部を住民に説明したことで紛糾 

・3/22 13:00 に開始した本会議は、14:19

突然の延会宣言(3/26 へ) 

・3/26 副議長の突然の辞職願とその後任者選

任後、またも延会(3/28 へ) 

・3/22～28 の本会議で、「暫時休憩」が頻発

(26・28 日の実審議時間/3 時間 25 分、 

暫時休憩時間/5 時間 46 分) 

●一般質問のインターネット放映開始 

5 月 18 日 ◎「豊能町議会 議会報告会」の試行実施 

 

午前/西公民館、午後/中央公民館にて、「平成

25 年度一般会計当初予算」について説明 

6 月定例会 

（6/3～12 までの

10 日間） 

○平成 25 年度一般会計補正予算 

他市町村からの子育て世帯転入促進

のための家賃一部助成(5000 円)事業

と旧双葉保育所を郷土資料館として

改築する事業の他2件を含めた4件提

案されたが、前記 2 件は否決 

◎「豊能町議会基本条例」可決 

◎“田中町長に対する問責決議案”可決 

 （問責決議案に、法的拘束力はない） 

・“高濃度ﾀﾞｲｵｷｼﾝ汚染物”“光風台駅前ｴｽｶﾚｰﾀ”

に関する議員の一般質問に対し、町長の答弁

が原因で、暫時休憩が頻発 

・町長に対する問責決議案は、賛成 7、反対 6

で可決。問責理由は、①議会の一般質問に対

する町長の答弁が抽象的で不誠実②高濃度

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ汚染物の処理を、解決しようとする

努力が見いだせない③町財政の歳入増加策

が見えてこない  

9 月定例会 

（8/26～9/5 まで

の 11 日間） 

①平成 24 年度決算の認定 

②平成 25 年度一般会計補正予算 

・歳入合計 63 億 8666 万円(前年度比 1.3%減)

歳出合計61億7164万円(前年度比1.0%増)、

実質収支 1 億 5066万円の黒字 

9 月 22 日 ◎町議会議員選挙 新人 3 人を含め 14 人当選 

臨時会（10/8） ○議長・副議長の選任 

○議会運営委員会他の委員選任 

・議長/竹谷勝議員、副議長/橋本謙司議員 

●議長・副議長立候補者の所信表明実施 

臨時会(10/16) ○議員報酬 5%カット 平成 25 年１1 月から 1 年間 

12 月定例会 

（12/2～13 まで

の 12 日間） 

○高山ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰの指定管理者指定 

○交通特別委員会の設置 

 

・高山ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰの指定管理者に、(株)ツバ

キｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰを平成 26 年 4 月から 3 年間 

●傍聴者用の議案説明資料準備 
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 豊能郡環境施設組合議会傍聴記                                   

 高濃度ダイオキシン汚染物封入ドラム缶 198 本が、東ときわ台旧消防本部倉庫に移設してから初めての 

豊能郡環境施設組合議会が、11 月 26 日能勢町役場で開催されました。議員と行政の主なやり取りは下記

の通りです。 

 Q；ドラム缶を運ぶ前に、地元住民に説明したか？ 

 Ａ；事前の説明はしていない。事後に広報誌で説明した。 

 Q；保管場所周辺の住民から、求められれば説明して欲しい。 

 A；説明会は開催せず、個別に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年会費 一口/1,000円 

◆ご参加のお申込およびご相談等ご連絡は、下記の連絡拠点まで！ 

○ときわ台/光風台４・５・６丁目  高木 正晴  （７４３） ２３１７ 

○東ときわ台    山本 昭男 （７３８） ４４３０ 

○光風台１・２・３丁目/新光風台  河村英四郎 （７３８） ３７０６ 

○その他地区    長越 利秋 （７３８） ３２１８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お願い】本誌に関するご意見・ご感想・ご要望等を、下記のメールアドレスにお寄せください。 

E-mail/toyonock@yahoo.co.jp 

編集後記 

昨年は、共同代表制という新しい態勢で、かつ少なくなったメンバーで活動を展開してきました。 

当初計画の豊能町への提案活動は、思うように推進できませんでしたが、町議選立候補予定者の政見発

表会等計画外のことを実施することができました。私達の活動が町議会、行政に少しずつ認知されてきた

と手応えを感じています。今後はもっと住民の皆様に町議会・行政に関心を持っていただけるような活動を

展開して参ります。引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

役 員/会 員 募 集 

「とよの町民会議」は、豊能町の政策決定プロセスが 

町民から見えるしくみを構築すべく活動を展開しています！ 

子どもや孫に明るい町を引き継ぐため、一緒に考え行動してみませんか！ 

また、本会の趣旨にご賛同いただける方、ご支援をお願い申し上げます！ 

 

豊能町地域公共交通基本構想(案)のパブリックコメント募集中！ 

豊能町は「豊能町地域公共交通基本構想」(案)を策定し、現在パブリックコメント(案への意見

募集)を実施中です。東西バス(コミュニティバス)、路線バス等に関心のある方は、豊能町のホ

ームページ(下記の URL)、又は２月９日新聞折込みチラシをご覧いただき、豊能町に意見書を

ご提出ください。 

http://www.town.toyono.osaka.jp/www/contents/1391403840565/index.html 

◆私達も、２月２３日開催予定の「活動報告と質疑の会」で、皆様のご意見をお聞きし、その場

で出たご意見を集約して意見書を提出する予定です。 

mailto:E-mail/toyonock@yahoo.co.jp
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